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頃
日
巡
回
中
に
予
が
最
も
怜
快
に
感
じ
た
る
一
事

婦
人
の
婦
人
観
を
侠
つ

多
事
な
る
今
日

危
険
な
る
情
熱
の
血

我
が
先
輩
の
意
志
あ
る
所
を
聞
け

新
年
を
迎
ふ
る
の
辞
:
・

我
園
女
子
の
将
来

次

年
頭
所
感

日
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三笠
匠ヨ英

文
論
文

簡←) 

万
寿
枝
夫
人
宛

ご
通
)

(斗

腕
生
(
白
木
)
正
毅
宛
(
一一
十
九
通
)

(三)

土
倉
庄
三
郎
宛

ご
通
)

個)

玉
木
直
子
宛

(
十
四
通
)

(五)

堂
本
松
枝
宛

二
通
)

(六)

井
上
雅
二
宛

(
一通
)

(七)

井
上
秀
宛

(
一通
)

(入)

佐
々
栄
子
宛

(
一通
)

(JL) 

富
山
貞
子
宛

四
通
)

(十)

上
代
た
の
宛

通

旬
一
月
開

ω
-
U開
Z

↓
Z
〉
刃

Cω
何

.ωω
旬
開
何
(リ
ヱ

、
叶
同
開
〉
吋
、
叶
円
、

H，C
U開

O
司

ω開
「
司
・
の

C
F
J「
CHN何

吋
ヱ
閉
山
の

O
Z
H
Zの
巧

O明

N
F
U

吋
ヱ
開

czm
，O「0
7
A
何

Z
JJ

。明，C何
ZHCω
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さ民日

ベ
ヱ
何
切
〉
「
〉

Z
の間山

O
明，

g巧
肘
初
回
開
、
叶
者
自

Z
叶
ヱ
何
何
〉

ω吋
〉

Z
U
、
日
開
巧
何

ω吋

4
 

ρ
h
u
 

l
 

-7
 

F
KJ
U
 

--

、
叶
出
何
刃
ヱ
J
R
吋
Z
Z
O町
「
】
明
り何

解

説

1193 
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20 

凡

例

本
成
瀬
仁
戯
著
作
集
は
、
公
刊
さ
れ
た
著
書
・
雑
誌
論
文
・
講
演
」記
録
及
、
ひ

H
記

・
書
簡
笥
の
著
作
を
時
代
順
に
収
録
し
、
と
れ
を
全
三
巻
と

し
た
u

第

一
巻
は
川
治
卜

年
か
ら
-
ニ
卜・
二
年
ま
で
、
第
二
巻
は
同
二一
十
凶
作
か
ら
山
十
凶
作
ヤ
ま
で
、
第
三
巻
は
同
凶
十
五
年
か
ら
大
正
八
年
ま
で
の

著
作
を
収
録
し
、
同
時
K
資
料
の
所
十
代

・
出
版
社

・
娼
談
誌
な
と
を
表
一
不
し
た
。
各
巻
K
は
解
説
を
付
し
、
さ
ら
に
第

一
巻
に
は
略
年
譜
を
、
第

一巻
に
は
参
考
文
献
及
び
索
引
を
付
す
予
定
で
あ
る
。

表
記
に
閲
し
て
は
山
米
得
る
限
り
原
文
の
尊
屯
に
つ
と
め
、
山
川
字
、
お
く
り
仮
名
な
ど
も
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
用
字

の
中
、

-
(
恨
)
/f: 

(北
ハ
)
キ
(
時
)
V
(
し
て
)
な
と
は
、
旧
引
在
通
常
使
用
の
も
の
と
し
、
変
体
仮
名
も
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。
ま
た
、
明
ら
か
な
誤
字

・
誤
摘

-
脱
字

・
桁
字
な
ど
は
こ
れ
を
改
め
た
。
な
お
、
著
作
に
よ

っ
て
活
字
が
災
る
場
合
は
、
出
来
る
限
り
統

一
し
た
。

漢
字
す
べ
て
に
ル
ビ
の
あ
る
原
文
は
、
川
刊
に
必
咲
と
考
え
ら
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
他
は
削
除
し
た
。

外
国
人
名

・
地
名
な
ど
の
表
記
も
す
べ
て
原
文
に
し
た
が

っ
た
が
、
わ
か
り
に
く
い
も
の
に
は
適
宜
(

)
で
注
記
し
た
。

句
読
点
は
版
文
ど
お
り
と
し
た
。
全
く
そ
れ
の
な
い
も
の
に
は
文
立
を
川
雌
に
す
る
た
め
必
必
な
限
り
付
し
た
。



JL例

傍
線

・
傍
点
の
あ
る
例
所
は
原
文
ど
お
り
と
し
た
が
、
。
@
口
企
な
と
の
圏
点
は
す
べ
て
傍
点
(
、
)
に
統

一
し
た
。

英
文
は
川
ら
か
な
誤
記

・
誤
柏
は
ζ

れ
を
改
め
た
。
共
の
他
不
明
縦
な
個
所
は

(E円
)
又
は
(

制
作胤
者
計
は

(

)
で

4

不
し
た
。

)
で
注
記
し
た
。
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